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　　 The purpose of this study was to evaluate the validity of the rational consideration of 
reasonable accommodations to be made for students with disabilities and to draft an appropriate 
standard. Seven health management or student support professionals involved in this study. Five 
fictional cases of disabilities (auditory impairment, physical disability, developmental disorder (2 
cases), internal disability) and 80 examples of reasonable accommodations were prepared. The 
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participants evaluated the validity of each example on a scale of 1 to 9. The results were revised and 
aggregated in accordance with the Delphi method. Examples of reasonable accommodations 
commonly evaluated as “moderately or highly valid” among the participants were as follows. 
“Providing lecture materials in absence due to hospital visit”, “Extending the deadline for submission 
of papers”, “Notification of schedule changes online or by sending notes”, “Prior notification in writing 
of processes, time limits, and precautions”, “Giving necessary advice on filling out application and 
other forms”, “Providing transition support for employment”, and “Holding workshops on disability 
support for faculty, staff, and students”. Constructive dialogue with students with disabilities is 
important to determine the most effective support methods. Moreover, it is also useful to know which 
reasonable accommodations are considered highly “valid” or “reasonable” based on quantitative 
evaluations.
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IC レコーダーによる授業の録音 7 （3 - 9）
録音音声のテキスト化 7 （6 - 9）
板書の撮影 5 （1 - 9）
板書の内容を資料で提供 5 （1 - 8）
授業ノートのコピーを提供 7 （5 - 9）
ビデオ教材字幕付け・文字起こし 9 （7 - 9）
手話通訳の配置 7 （5 - 9）
話者の口元が見える状態で授業実施 9 （7 - 9）
要約筆記者の配置 8 （5 - 9）
ポイントテイカー（代筆者）を１名配置 5 （1 - 9）
欠席時の対応等 病院受診のための欠席時の講義資料提供 5 （5 - 6）
履修基準に関わる
こと等
授業内容の代替措置 6 （5 - 7）
個別ガイダンス 5 （1 - 6）
レポート課題の期限延長 4 （1 - 5）
授業の終わりに教員が授業内容を確認 5 （3 - 7）
連絡等
情報収集支援（行事案内の個別送付） 4 （2 - 5）
情報収集支援（休講情報の個別連絡） 5 （1 - 6）
重要事項（試験日程，提出課題，休講情報，教室変更等）は可能な限り，学生
用電子掲示板システムへの掲示又は文書（板書，配布資料）で明示する。
9 （5 - 9）
急な予定変更がある場合は，可能な限り変更内容を具体的に記した文書（板書，
配布資料等）で通知
8 （5 - 9）
事前に作業工程，制限時間，注意事項等を，文書（板書，配布資料等）で具体
的に明示
5 （5 - 8）
実習（教育実習，
臨床実習）等
教育実習・診療実習先への支援者の配置 5 （5 - 8）
実習・実技の免除 5 （3 - 5）
教育実習に手話通訳の配置 5 （3 - 5）
グループ学習・実
験等
メールやチャットによる討論 6 （5 - 7）
補助者の配置 5 （5 - 8）
指示は文字や紙で実施 8 （7 - 9）
試験等 別室受験 5 （1 - 5）
生活支援にも係る
こと等
支援機器の貸し出し 9 （5 - 9）
行政サービス等，学外機関の紹介・橋渡し 5 （5 - 8）
申請，書類作成等に関する助言 5 （3 - 7）
就労移行支援事業所と連携した就労支援 5 （5 - 9）
研修会等 支援関係学生教職員に啓発講習会を開催 5 （5-8）






IC レコーダーによる授業の録音 6 （1 - 9）
板書の撮影 8 （5 - 9）
板書の内容を資料で提供 7 （6 - 9）
授業ノートのコピーを提供 6 （3 - 9）
非常勤講師の授業スライド提供 4 （1 - 5）
ポイントテイカー（代筆者）を１名配置 6 （5 - 9）
欠席時の対応等
病院受診のための欠席時の講義資料提供 5 （5 - 6）
移動の不自由により，休憩時間を多く必要とするため遅刻の可能性に配慮 9 （7 - 9）
履修基準に関わる
こと等
授業内容の代替措置 5 （3 - 9）
介助者の授業出席 7 （4 - 9）
介助者の入構 7 （5 - 9）
遅刻に対する配慮 5 （1 - 8）
レポート課題の期限延長 5 （1 - 6）




5 （5 - 8）
急な予定変更がある場合は，可能な限り変更内容を具体的に記した文書（板書，
配布資料等）で通知
5 （5 - 7）
事前に作業工程，制限時間，注意事項等を，文書（板書，配布資料等）で具体
的に明示
5 （1 - 6）
不登校で本人が支援申請や配慮の相談不可のため，保護者による代理申請・配
慮願い手続き
4 （2 - 8）
実習（教育実習，
臨床実習）等
学外実習への移動支援 5 （4 - 9）
教育実習・診療実習先への支援者の配置 5 （2 - 8）
実習・実技の免除 6 （5 - 7）
教育実習先での居場所確保 4 （1 - 5）
グループ学習・実
験等
補助者の配置 6 （5 - 9）
試験等
試験時の PC による回答 7 （5 - 8）
試験時の代筆者による回答 5 （5 - 8）
試験時間延長1.3倍 9 （7 - 9）
別室受験 5 （2 - 7）
試験の代わりにレポート 5 （2 - 6）
生活支援にも係る
こと等
送り迎え（バス停から教室まで） 4 （1 - 7）
通学支援（自動車通学許可） 8 （7 - 9）
通学支援（専用駐車場の確保） 8 （7 - 9）
トイレ等に手すり等の設置 9 （5 - 9）
多目的トイレの設置 9 （6 - 9）
排泄介助 6 （5 - 7）
支援機器の貸し出し 7 （5 - 9）
行政サービス等，学外機関の紹介・橋渡し 6 （5 - 8）
申請，書類作成等に関する助言 5 （5 - 8）
就労移行支援事業所と連携した就労支援 6 （5 - 8）
課外活動等 移動の介助 5 （3 - 6）
研修会等 支援関係学生教職員に啓発講習会を開催 5 （5 - 8）




配慮種類 配慮内容 評価値ADHD 評価値ASD
授業の情報保障等
IC レコーダーによる授業の録音 5 （5 - 6） 5 （5 - 6）
板書の撮影 5 （3 - 5）
板書の内容を資料で提供 5 （3 - 5）
授業ノートのコピーを提供 5 （3 - 5）
欠席時の対応等
病院受診のための欠席時の講義資料提供 5 （5 - 5） 5 （5 - 5）
授業中体調不良時，退室しやすいよう配慮 5 （5 - 5） 6 （5 - 9）
体調不良により遅刻欠席する可能性を予め考慮 5 （1 - 6） 6 （5 - 9）
体調不良で連絡できずに欠席した場合も，後日授業内容
に関する質問に対応等の配慮
5 （2 - 5） 6 （5 - 9）
授業中の服薬・給水を許可 4 （1 - 6） 5 （5 - 6）
履修基準に関わる
こと等
授業内容の代替措置 5 （5 - 5） 6 （5 - 7）
学習指導（レポート作成等） 5 （5 - 6） 5 （5 - 8）
授業中の途中退席許可 5 （1 - 6） 6 （5 - 7）
別室での個別授業 5 （2 - 7）
個別ガイダンス 5 （3 - 6） 6 （5 - 8）
レポート課題の期限延長 6 （5 - 7） 5 （4 - 7）
授業の終わりに教員が授業内容を確認 5 （3 - 6） 5 （3 - 5）
連絡等
情報収集支援（行事案内の個別送付） 5 （2 - 6） 5 （2 - 7）




8 （8 - 9） 8 （5 - 9）
急な予定変更がある場合は，可能な限り変更内容を具体
的に記した文書（板書，配布資料等）で通知
8 （7 - 9） 8 （5 - 8）
事前に作業工程，制限時間，注意事項等を，文書（板書，
配布資料等）で具体的に明示
8 （5 - 9） 7 （5 - 8）
教室移動やレポート提出期限の直前にメール又は電話で
本人に通知
5 （1 - 5） 5 （1 - 6）
不登校で本人が支援申請や配慮の相談不可のため，保護
者による代理申請・配慮願い手続き
5 （3 - 6） 5 （3 - 6）
実習（教育実習，
臨床実習）等
実習・実技の免除 5 （3 - 5）
学習上のスケジューリング支援 8 （5 - 9） 7 （3 - 9）
教育実習先での居場所確保 5 （3 - 8） 5 （3 - 8）
グループ学習・実
験等
共同でできないので，別室で一人で受講 4 （3 - 6）
テーマの変更 5 （1 - 5） 5 （3 - 5）
指示は文字や紙で実施 8 （4 - 9） 7 （5 - 9）
試験等
試験時間延長1.3倍 5 （3 - 9） 5 （1 - 5）
別室受験 5 （3 - 9） 7 （5 - 9）
試験の代わりにレポート 5 （3 - 5） 5 （3 - 9）
生活支援にも係る
こと等
居場所の確保 5 （3 - 8） 7 （5 - 9）
行政サービス等，学外機関の紹介・橋渡し 6 （5 - 8） 7 （5 - 9）
申請，書類作成等に関する助言 6 （5 - 8） 7 （5 - 9）
就労移行支援事業所と連携した就労支援 7 （5 - 8） 7 （5 - 9）
発達障害者支援センターと連携した修学支援 6 （5 - 9） 7 （6 - 9）
研修会等 支援関係学生教職員に啓発講習会を開催 7 （5 - 9） 8 （5 - 9）






欠席時の講義資料等の提供 5 （1 - 5）
欠席時の資料配布及び出席に代わる課題提出 5 （1 - 7）
欠席が多くても試験を受験可能 5 （5 - 5）
病院受診のための欠席時の講義資料提供 6 （5 - 9）
授業中体調不良時，退室しやすいよう配慮 7 （6 - 9）
体調不良により遅刻欠席する可能性を予め考慮 8 （6 - 9）
体調不良で連絡できずに欠席した場合も，後日授業内容に関する質問に対応等
の配慮
5 （5 - 7）
授業中の服薬・給水を許可 9 （6 - 9）
履修基準に関わる
こと等
授業中の途中退席許可 7 （5 - 9）
遅刻に対する配慮 5 （1 - 7）




5 （1 - 8）
急な予定変更がある場合は，可能な限り変更内容を具体的に記した文書（板書，
配布資料等）で通知
5 （1 - 6）
事前に作業工程，制限時間，注意事項等を，文書（板書，配布資料等）で具体
的に明示
5 （1 - 6）
実習（教育実習，
臨床実習）等
途中退席の場合の配慮（欠席扱いにならない） 4 （2 - 5）
生活支援にも係る
こと等
導尿セットの預かり 5 （1 - 5）
申請，書類作成等に関する助言 5 （1 - 6）
就労移行支援事業所と連携した就労支援 5 （1 - 8）

































































































































































































発達障害想定例 ADHD 相当と ASD 相当であり，
別室受験は聴覚障害想定例，肢体不自由想定例，
発達障害想定例 ADHD 相当と ASD 相当で必要
性があった。また「試験の代わりにレポート」と
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